
【まちづくりの目標】人が行きかい、にぎわいあふれるまち　

【政策】快適で暮らしやすい生活環境づくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 人 - - - 1以上 1以上 1以上 1以上 1以上

実績値
(単年) 人 - 60 50 68 -63

実績値
(平均) 人 68 2.5

達成率 - - - - 達成 達成

目標値 人 - - - 20,100 20,300 20,500 20,700 20,900

実績値 人 - 19,113 15,707 16,489 15,370

達成率 ％ - - - 82.0% 75.7%

目標値 人 - - - 20,100 20,300 20,500 20,700 20,900

実績値 人 - 21,900 18,900 16,453 14,725

達成率 ％ - - - 81.9% 72.5%

(2402)
中心市街
地の活性
化

基本施策 No. 評価指標 指標の説明 種
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課

③
やや
遅延

　コロナ禍で賑わい創出につながる活動が制限され、指
標実績値は低調が続いていると考えられる。令和５年度
から第４期中心市街地活性化基本計画がスタートし、ま
た、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことか
ら、これまで以上に様々な取り組みを力強く進め、中心
市街地の活性化を図る。

まちな
か未来
創造課

58

中心市街
地におけ
る歩行
者・自転
車通行量
（休日）

当該年度の調査時点におけ
る中心市街地の主要10地
点の歩行者・自転車通行量
の合計。

57

中心市街
地におけ
る歩行
者・自転
車通行量
（平日）

当該年度の調査時点におけ
る中心市街地の主要10地
点の歩行者・自転車通行量
の合計。

③
やや
遅延

　コロナ禍で賑わい創出につながる活動が制限され、指
標実績値は低調が続いていると考えられる。令和５年度
から第４期中心市街地活性化基本計画がスタートし、ま
た、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことか
ら、これまで以上に様々な取り組みを力強く進め、中心
市街地の活性化を図る。

まちな
か未来
創造課

56

中心市街
地の居住
人口（社
会増減
数）

中心市街地の居住人口の社
会増減数（転入者数ー転出
者数）の5年間（R3～7年
度）の平均値。

①
達成

まちな
か未来
創造課

　これまでも中心市街地での住まいの総合相談窓口の運
営など、まちなか暮らしを促進するための様々な取り組
みを行い、新型コロナウイルス感染症による影響を抑え
てきたところだが、令和４年度は、63人の減少とマイナ
スに転じている。令和３年度から令和４年度の平均値
は、2.5人/年のプラスとなっているが、子育て世代の若
年層等にまちなかへと移住・定住してもらえるよう、居
住環境の向上につながるような取り組みを強化してい
く。


